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令和６年度第１回秋田県独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構  

運営協議会開催概要  

 

１ 開催日時  令和６年８月２日（金）１３：２５～１５：１５ 

 

２ 開催場所  秋田職業能力開発促進センター 本館２階大会議室 

 

３ 主な議題 

（１）令和５年度職業能力開発事業実施状況及び令和６年度職業能力開発事業実施 

計画について 

（２）令和６年度第１回秋田職業能力開発短期大学校部会報告について 

（３）その他 

 

４ 議事経過 

  資料に沿って事務局から説明が行われた後、意見交換が行われた。  

主な意見は以下のとおり。 

 

（離職者訓練について） 

・ 若年労働者の就業後３年未満の離職率が高止まりしていることに加え、終身  

 雇用についても年々減少していることに鑑みれば、機構で実施をしている能力  

開発業務を如何に多くの利用者に知ってもらうかということが重要である。特  

に若年者に対する広報ツールとして、ＳＮＳの活用が有効であると考えるため、 

是非取り組んでいただきたい。  

 

（高度技能者養成訓練について）  

 ・ 少子化及び４年制大学への進学率が上昇していることからしても、今後ます  

ます高度技能者養成訓練の定員確保は厳しいものになると思料する。  

   高校訪問先の範囲を広げるなど入校生の確保に更に努めるとともに、校内全 

体で入校生の確保に向けた取組方策を広く議論していただきたい。  

 

・ 地域の小学生、中学生、高校生を対象としたキャリア教育支援については、  

将来の職業選択の幅を広げるなど今後ますます重要であるため、より一層の広  

範囲な取組を継続して実施していただきたい。 

 

・ 求職者支援訓練コース設定に係る改善事例は、秋田職業能力開発短期大学校  

で実施しているオープンキャンパス改善に向けた取組のヒントとしていただく  

とともに、参加された方のアンケートなどから着想を得て、若年者にオープン  

キャンパスへ参加したいと思わせる内容にバージョンアップしていただきたい。 

 

 

以 上 
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秋田県独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構運営協議会 委員名簿  

 

 

 

  区 分 

 

  氏  名 

 

   所 属 及 び 職 名 

学識経験者 

（１名） 
渡部 昌平（会長） 

秋田県立大学総合科学教育研究センター 

准教授 

労働者代表 

（１名） 
曽我 章生 日本労働組合総連合会秋田県連合会事務局長 

中小企業等代表 

（５名） 
小野 秀人 一般社団法人秋田県経営者協会専務理事 

水澤  聡 秋田県商工会議所連合会常任幹事 

柳田 高人 秋田県商工会連合会専務理事 

土田  元 秋田県中小企業団体中央会専務理事 

佐藤 義晃 大館商工会議所会頭 

行政機関 

（２名） 
今野 将裕 厚生労働省秋田労働局職業安定部長 

中嶋 由美子 秋田県産業労働部雇用労働政策課長 

 


